
皆さん、おはようございます。本日は、多言語・多文化教

育研究センター主催の「第1回多文化協働実践研究全国フォ

ーラム」にご参加いただき誠にありがとうございます。セン

ター長を務めております高橋と申します。専門はラテンアメ

リカ研究です。私の方から、今日、明日と開かれますフォー

ラムについて趣旨を簡単にご紹介させていただきます。詳し

くは配布資料をご覧いただければと思います（資料p. 91参

照）。

なぜ本学が多文化教育研究を推進するのかという問題です

が、先ほどの亀山学長の話にもありましたように、本学はこ

れまで世界諸地域の言語、文化、社会について教育・研究を行ってきました。そ

の対象には日本も入っていますが、しかし、比重としてはもっぱら世界の多文化

の方に目が向いていたと言っていいと思います。しかし今や「日本の中の多文化」

が大きくクローズアップされてきた。そこで、これまで本学が教育・研究を通じ

て蓄積してきた多文化に関する知識や理論をよりどころとしながら、この足元の

日本の社会で進行している多文化状況に正面から取り組んでいきたい、そしてさ

らに日本の状況を世界の中に位置づけて考えていきたい、そうした構想でもって

活動を進めているわけです。

ところで、「多文化協働実践研究」というときのこの「実践」という言葉です

が、そもそもこのセンターの誕生は「実践」から始まっています。先ほどのビデ

オにもありましたように、もとはといえば、学生たちのささやかなボランティア

9時はいま、「協働実践研究」はじめの一歩──全体会1日目
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このセンターの中心とする事業は、先ほどイントロダクションのかたちで紹介
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進展していくことを私は強く願っております。そして、現実に今日、この配布資

料を見ながら、そうしたあり得べき発展の道筋がしっかりと刻み込まれているこ

とを確認し、意を強くした次第です。

多言語・多文化教育研究センターは、先ほども紹介がありましたように「多文

化コミュニティ教育支援室」という、ある意味で小さなボランティア・プロジェ

クトから始まりました。このプロジェクトは、ポルトガル語文学・文化論を研究

なさっている武田千香准教授の優れた発想力によって生まれたもので、その発展

形態であるこの多言語・多文化教育研究センターが設置されて以降は、高橋正明

教授の献身的なお仕事によって着実に根づいたといえましょうか、ある意味でこ

のわずかな期間に飛躍的な発展を遂げた、と私は考えており、大いに感謝してい

るところです。

また、この度は元浜松市長である北脇保之氏を本学の教授としてお迎えするこ

とができ、地域に密着しつつ、同時にグローバルな視野でこのセンターを展開さ

せていく上で、貴重なステップをしるすことができたと考えております。

今回の全国フォーラムの開催には、さまざまな方々のご尽力、ご協力をいただ

いております。ここではいちいちその名を挙げることはいたしませんが、どうか

今日と明日のこのフォーラムでの議論が、府中から全国へ、さらに日本全国から

世界に広がっていくことを願ってやみません。この多言語・多文化教育研究セン

ターの事業に対する私の個人的な思いにつきましては、この配布資料の第1ペー

ジに書きました（資料p. 90参照）。どうか後ほどお読みいただければ幸いです。

これをもちまして学長のあいさつとさせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。
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に取り組みやすく、論文に仕立てやすい研究テーマです。そこで非常に多くの研

究者、大学院生が現場に出掛け、データを集め、インタビューをして、たくさん

の資料を研究室に持ち帰り、それを加工して研究業績として論文を発表する。し

かし現場にはその成果が全く還元されない。そういう状況が少なからずありまし

た。

私たちはセンター活動の一環として、外国人の子どもたちのための教材開発プ

ロジェクトを進めています。そのためにさまざまな地域に出掛け、いろいろな

方々にご協力をお願いしてきたわけですけれども、その中で例えば群馬県太田市

にお願いに行ったとき、市長さんが真っ先におっしゃったことがそのことでした。

「今まで研究者はいろいろ研究には来たけれども、材料を集めて持って帰った後

何の音沙汰もない、現場には何もいいことがない」とおっしゃっていました。

その言葉が今でも強く私の心に残っております。そうした現場からいわば収奪

するだけの研究ではないもの、大学の持っている研究能力を生かしながら、研究

成果を現場に還元するために、現場との協力による研究を推進していく。それが

私たちの考えている協働実践研究であります。

このプログラムは、現実には 2006年 9月に本格的に発足しました。外部から

さまざまな分野で活動されている専門研究者、実践者にお集まりいただき、学内

の教員も参加して研究会を重ねてきました。研究会ではまずテーマ探しから始め

ました。これに半年かけました。自分の専門に沿った形で最初からテーマを細切

れにするのではなく、さまざまな分野の研究者と実践者が結集している強みを生

かすにはどのようなテーマを立てればよいのかをまず議論したのです。

その結果、析出されたのが配布資料にもあります「テーマ群」です（資料 p.

95～ 97参照）。そして07年 4月以降は、抽出されたテーマを軸に研究班を立ち

上げ、それぞれの研究班がそれぞれのテーマについて研究を進めてきました。し

かしまだ中間地点にいるわけでありまして、今後あと1年間以上かけて成果を出

していく予定です。

今回の全国フォーラムは、あくまでも中間点での報告であることをご理解いた

だきたいと思います。それぞれの研究班は研究会を重ねた上で、07年秋にプレフ

ォーラムを行いました。そしてさらにその延長として今回の全国フォーラムにお

いてこれまでの研究活動の報告を行い、また今後の展望を探るという位置づけで

す。

先ほど申し上げましたように、こうした仕事というのは決して大学だけででき

るものではありません。本学には世界の多言語・多文化状況に関してそれなりの

11時はいま、「協働実践研究」はじめの一歩──全体会1日目

活動が出発点でした。ビデオを撮影し、またナレーションを吹き込んでいるのも、

このボランティア活動の拠点となっている「多文化コミュニティ教育支援室」で

活動している本学の学生たちです。

そうした学生たちの活動がこのセンターの出発点になっています。ですから、

この「多文化コミュニティ教育支援室」はセンターのいわば心臓といってもいい。

このように、本センター自身が学生の実践から始まった、そしてそれを教員・職

員が受け止め、一緒に育てて今のような形にしてきたわけです。

具体的に協働実践研究に関してお話しいたしますと、最大の特徴は、研究者と

現場において活動していらっしゃる実践者とがまさしく協働して研究を進めてい

くということです。その際に私たちが特に留意したのは「総合的に」という視点

でした。研究者の専門なるもので対象を切り刻んでいくのではなく、現実には複

合的な形で存在している多言語・多文化社会のさまざまな問題をトータルな目で

見ていく。縦割りではなくて、「総合的にアプローチする」というのがキーワー

ドであります。

それでは、研究者と実践者が協働して活動していくという形をなぜ取ったのか、

それは、先ほども述べたように、このセンターが実践から始まったということも

ありますが、同時に本学がこれまで行ってきた研究のスタイルを踏まえているか

らだと言えると思います。

● 「非収奪型」研究を目指す

この間、文部科学省による「21世紀COEプログラム」という研究プログラム

がありました。世界的に評価されるような高度な質をもった研究プロジェクトを

大学が立ち上げ、それを文科省が財政的に支援したわけですが、本学でも「史資

料ハブ」というプロジェクトを進めました。世界のさまざまな地域において、さ

まざまな文化を持つ人たちがつくり出してきた資料を収集し、さらにそれを共有

していこうというプロジェクトです。

このプロジェクトのキーワードが「非収奪型の研究」でした。世界各地にある

さまざまな資料を分捕ってくるのではなく、資料をデジタル化し、原資料は現地

に残す。そしてデジタル化した資料を本学のサイトにアップロードして、研究者

が共有できるようにする、というプロジェクトです。このプロジェクトのキーワ

ードが「非収奪型の研究」でした。

私たちがこの協働実践研究で目指しているのも、まさに「非収奪型の研究」と

言っていいと思います。在日外国人をめぐる多言語・多文化研究はある意味非常
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青山 本日の全体会の午前の中心となるセッションに移りたいと思います。

班別の研究テーマと、活動状況報告および分科会の内容紹介でございます（資料

p. 94～ 97参照）。分科会の方はA、Bそれに明日のCの3つの分科会に分かれて

おります。それぞれの分科会ごとに2つのセッションが同時に並行して行われて

いきます。従いまして、全部で6つのセッションがあるわけですが、この全体会

では、各班にこれまでの活動状況報告をしていただきますので、それをお聞きに

なった上でどの分科会に出るかを選択していただければと思います。

各班の報告は、最初に阿部・井上班、次に教材開発チーム、3番目に山西・小

山班、4番目に野山班、5番目に渡戸・関班、そして6番目に佐藤・金班の順番

に行います。各報告は12分ほどでまとめていただきます。

では最初の阿部・井上班ですが、こちらは班のサブコーディネーターの石塚昌

保さんとウラノ・エジソン・ヨシアキさんのお2人にお願いします。

13時はいま、「協働実践研究」はじめの一歩──全体会1日目

教育と研究の蓄積があります。そうした研究の蓄積を生かしながら、同時に、こ

の問題に関心がある全国の皆さんとネットワークを組み、連携しながらやってい

く仕事であると思います。そこでのキーワードは「ネットワーク」であり、「連

携」であり、あるいは「コーディネート」であると思います。その際に本学がひ

とつのハブになることができればという気持ちから私たちは今後ともこの活動を

継続していきたいと思っています。

さて、この度、センターは新しいスタッフも迎えることができました。先ほど

学長からも紹介がありましたように、07年11月1日付で、浜松市長を8年間務め

られた北脇保之さんにセンターの専任教員としておいでいただきました。現場を

知っている新しい戦力を得て、今後も引き続いて皆さんと手をつなぎながら活動

していきたいと願っております。
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